IPパートナーズ コエラボ　テープ起こし　サンプル原稿


【整文例】

Ａ－　事前にご記入いただいたシートに関連して、いろいろとお話をお伺いしたいと思います。ご記入いただいたシートでは、非常に丁寧にお答えいただいていました。
Ｂ－　そうですね。自分でも驚いています。そんなに詳しく書いた覚えがないのですが。

Ａ－　ほかの人に見せることはできないのですが、少なくともこの３日間の中で、私の思う一番理想的な答えをお書きいただいています。

Ｂ－　ありがとうございます。

Ａ－　大変助かったのですが、記入いただくのにだいたいどれくらいの時間がかかりましたか。
Ｂ－　書き始めるまで、どういったことを書くべきか迷っていたのですが、書き出してからはあっという間でした。

Ａ－　書き出してから、かかった時間は一時間程度ですか。

Ｂ－　そうですね。

Ａ－　わかりました。ありがとうございます。

　書き終わった後に「こんなことに気づいた」など、何か感じられたことはありますか。ご感想があれば教えてください。
Ｂ－　「有益な人」を書く欄で、有益な人というと通常は、こういうふうに育ててくれた、こういうふうに優しく励ましてくれたという、自分が良い思いをした思い出が浮かびますが、中でも特殊な例で、厳しくたたかれるようなことが思い浮かびました。本来はマイナスのイメージのものですが、それのおかげで逆に相手を認めさせてやろうという気持ちになりました。

Ａ－　そうですね。お叱りいただきますよね。

Ｂ－　そういうことが、自分にとっても有益だったなと思います。やはり、自分も大学のときは部長やテニスコーチを経験していたため、褒めたり励ましたりだけでなく、厳しくたたいて伸ばしていくことの大切さもわかっていたつもりだったのですが、あらためて今回わかりました。

Ａ－　それを書いているということが特徴的で、なかなかそこに目を向けている人はいないので、おもしろいなと思いました。

Ｂ－　自分が部長というまとめる立場になったことがあるので、怒り方の難しさや、きちんと怒らなくてはいけないとわかっているのに怒れなかったことがあるので、それが大事なことなのだなと思っています。
Ａ－　学生時代の経験から、そのような視点を持たれたということですね。

　学生時代はテニスをされていたのですか。
Ｂ－　はい。前職がテニスのインストラクターで、社員としてやっていたので、子どもを叱らなくてはいけないときもありましたから。

Ａ－　怒り方のコツなんかも、ご自身の中にあるのですか。
Ｂ－　やはり、やんわりとした甘いところを捨ててガツンと言わないと、彼らは聞かないので、褒めることを重視してやっていましたが、きちんとしてほしいという気持ちから、怒るというのは絶対にあることで、怒るときは甘えなく怒るようにしていました。ですが、終わった後にきちんと「よくなったね」や「頑張ったね」と言うようにはしていました。

Ａ－　なるほど、わかりました。全般的な感想というのは、そんなところですか。
Ｂ－　そうですね。パッと思いついたことは、それくらいです。

Ａ－　はい、ありがとうございます。

Ｂ－　ありがとうございました。
(了)
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